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一

は
じ
め
に

―
本
稿
の
目
的
と
前
提
―

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
が
終
結
し
て
七
十
年
目
を
迎
え
る
。
こ
の
間
、
大
き
な
自
然
災
害
を
経
験
し
、
国
内
外
に
諸
問
題
は
山
積

し
て
い
る
も
の
の
、「
戦
争
」
に
直
接
関
わ
ら
な
い
貴
重
な
時
間
が
流
れ
て
き
た
。
治
承
・
寿
永
の
源
平
争
乱
を
描
く
『
平
家
物
語
』

は
、
物
語
が
成
立
し
た
十
三
世
紀
か
ら
先
の
戦
争
終
結
に
至
る
お
よ
そ
七
百
年
間
―
程
度
の
差
は
あ
る
に
せ
よ
―
武
力
を
以
て
世
を

治
め
る
社
会
の
な
か
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
現
在
に
至
る
七
十
年
間
は
、
歴
史
的
時
間
の
広
が
り
か
ら
み
れ
ば
十
分
の
一

に
過
ぎ
ぬ
短
さ
で
あ
り
、
私
た
ち
は
『
平
家
物
語
』
を
日
本
史
上
希
有
な
時
代
の
な
か
で
読
ん
で
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に

自
覚
的
で
あ
り
つ
つ
、
そ
の
う
え
で
『
平
家
物
語
』
を
如
何
に
受
け
継
い
で
い
く
か
考
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
「
い
ま
」
を
相
対
化
す
る
た
め
に
、
日
本
に
お
け
る
近
代
の
黎
明
期
と
な
る
「
明
治
」（
一
八
六
八
〜
一
九
一

二
）
を
主
た
る
検
証
範
囲
と
し
、『
平
家
物
語
』
と
い
う
文
学
作
品
の
み
な
ら
ず
周
辺
の
文
化
事
象
（
平
家
琵
琶
な
ど
）
を
含
め
て

〈
平
家
〉
と
称
し
、
そ
の
文
化
が
如
何
に
展
開
し
て
い
っ
た
か
、
一
端
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
く
。

既
に
筆
者
は
、
本
稿
の
前
段
階
と
し
て
「
明
治
期
の
『
平
家
物
語
』
研
究
―
福
地
桜
痴
か
ら
館
山
漸
之
進
、
山
田
孝
雄（

１
）へ

」
を
公

（１１１）



に
し
た
。
研
究
史
上
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
近
代
『
平
家
物
語
』
研
究
を
本
格
化
し
た
の
は
、
文
部
省
国
語
調
査
委
員
会
か

ら
嘱
託
さ
れ
た
山
田
孝
雄
（
一
八
七
三
〜
一
九
〇
六
）
の
成
果
、
明
治
四
十
四
年
の
『
平
家
物
語（

２
）考

』
で
あ
る
。
一
方
、
そ
の
前
年

と
な
る
明
治
四
十
三
年
に
館
山
漸
之
進
は
『
平
家
音
楽（

３
）史

』
を
発
表
し
て
い
る
。
津
軽
藩
で
前
田
流
を
伝
承
し
、
上
京
し
て
東
京
音

楽
学
校
嘱
託
と
な
っ
た
館
山
漸
之
進
は
、
明
治
新
政
府
に
よ
る
当
道
座
の
解
体
（
明
治
四
年
）
で
盲
人
に
よ
る
平
家
琵
琶
が
衰
退
の

一
途
に
あ
っ
た
明
治
の
末
、
そ
の
保
護
・
研
究
を
訴
え
、
数
々
の
苦
難
を
乗
り
越
え
同
書
を
大
成
し
た
。
前
稿
で
は
、
明
治
期
を
代

表
す
る
館
山
・
山
田
の
両
研
究
の
前
段
階
に
、
福
地
桜
痴
（＝

源
一
郎
、
一
八
四
一
〜
一
九
〇
六
）
の
〈
平
家
〉
研
究
が
あ
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。

桜
痴
と
〈
平
家
〉
の
関
係
に
つ
い
て
概
ね
二
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
は
山
田
孝
雄
以
前
に
『
平
家
物
語
』
諸
本
本
文
の
校
勘

作
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
、
い
ま
一
つ
は
自
ら
平
家
琵
琶
を
演
奏
し
保
護
活
動
を
実
践
し
た
こ
と
で
あ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
前
稿

を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
本
稿
へ
の
接
続
を
考
慮
し
、
以
下
簡
単
に
触
れ
て
お
く
。

や

ま

と

前
者
に
つ
い
て
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
資
料
と
し
て
、『
日
出
國
新
聞
』
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
一
月
二
十
九
日
「
叙

事
の
主
眼
」
を
紹
介
、
そ
こ
に
「
平
家
物
語
を
愛
読
す
る
の
餘
り
長
門
本
、
嵯
峨
本
を
初
と
し
凡
そ
二
十
餘
種
に
及
び
彼
此
を
参
照

し
て
考
定
」
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
長
門
本
―
覚
一
本
―
源
平
盛
衰
記
と
い
う
諸
本
の
先
後
を
論
じ
、
付
記
な
が
ら
「
延
慶
本
が

長
門
本
よ
り
古
き
乎
と
思
は
る
ゝ
節
も
あ
り
」
と
い
う
先
駆
的
な
見
解
を
示
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
後
者
の
平
家
琵

琶
の
実
践
と
保
護
に
つ
い
て
、
維
新
以
前
か
ら
平
家
琵
琶
に
関
わ
っ
て
い
た
と
い
う
本
人
の
談
、
技
量
の
悪
さ
に
も
関
わ
ら
ず
聴
取

を
強
要
す
る
笑
話
が
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
こ
と
、
主
宰
す
る
平
曲
会
に
館
山
漸
之
進
を
招
聘
し
て
い
た
こ
と（『
平
家
音
楽
史
』）等
々

を
指
摘
し
て
い
る
。
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テ
キ
ス
ト
と
し
て
の
『
平
家
物
語
』
諸
本
の
校
勘
作
業
、
そ
し
て
平
家
琵
琶
の
実
践
・
保
護
と
い
う
桜
痴
の
活
動
を
裏
付
け
る
動

こ
う
あ
ん

し
ょ
う
ち
く

機
は
、
儒
医
の
父
・
福
地
苟
庵
が
大
坂
の
篠
崎
小
竹
の
許
で
修
行
中
、
師
か
ら
以（

４
）下

の
よ
う
に
諭
さ
れ
た
こ
と
に
遡
る
。

平
家
物
語
の
文
章
は
能
く
吟
味
す
る
と
餘
程
面
白
い
の
で
暗
誦
し
や
う
と
思
つ
て
居
つ
た
が
其
後
琵
琶
法
師
の
語
る
の
を
聽
い

て
尚
更
面
白
い
の
で
夫
か
ら
平
家
を
語
る
樣
に
な
つ
た
、
御
前
も
己
の
弟
子
と
爲
つ
て
學
問
を
す
る
樣
に
爲
つ
た
か
ら
平
家
も

語
つ
た
ら
宜
か
ら
う

桜
痴
は
、
篠
崎
小
竹
が
父
・
苟
庵
に
語
っ
た
弁
を
踏
襲
し
た
よ
う
で
あ
る
。
如
上
の
桜
痴
の
証
言
に
基
づ
き
、「
桜
痴
に
と
っ
て

「
語
る
平
家
」
の
実
践
と
本
文
の
研
究
は
一
体
の
も
の
で
、「
国
語
」
を
支
え
る
営
み
で
あ
っ
た
と
も
位
置
づ
け
」
ら
れ
る
と
見
通

し
、
前
稿
の
小
括
と
し
た
。
一
応
の
結
論
は
得
た
も
の
の
、
福
地
桜
痴
の
〈
平
家
〉
と
の
関
わ
り
か
ら
見
え
る
文
化
的
展
開
の
裾
野

は
よ
り
広
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
か
ら
続
考
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
概
ね
以
下
の
手
順
を
採
る
。

前
稿
の
結
論
か
ら
考
え
る
べ
き
問
題
は
、
幕
末
の
知
識
人
（
儒
者
等
）
に
よ
る
平
家
琵
琶
の
実
践
で
あ
る
。
桜
痴
は
江
戸
最
後
の

宗
匠
・
福
住
順
賀
（
一
八
〇
六
〜
一
八
八
六
）
の
平
家
琵
琶
に
幕
末
か
ら
親
し
ん
で
お
り
、
ま
ず
平
家
琵
琶
伝
承
者
と
知
識
人
の
関

係
か
ら
考
え
て
み
る
。
次
い
で
考
え
る
べ
き
は
、
明
治
に
な
っ
て
か
ら
盲
僧
の
平
家
琵
琶
を
支
え
た
人
々
の
営
み
に
つ
い
て
で
あ

る
。
そ
し
て
、
今
日
ま
で
の
平
家
琵
琶
継
承
を
可
能
に
し
た
晴
眼
者
の
平
家
琵
琶
―
館
山
漸
之
進
―
を
学
問
的
に
支
え
た
梅
澤
和
軒

（＝

精
一
、
一
八
七
一
〜
一
九
三
一
）
の
存
在
に
注
目
す
る
。
さ
ら
に
『
平
家
物
語
』
を
愛
読
し
た
明
治
の
青
年
の
事
例
と
し
て
、

漱
石
と
も
交
友
の
あ
っ
た
市
原
隆
作
（＝

自
適
、
一
八
七
四
〜
一
九
三
六
）
を
取
り
上
げ
る
。
最
後
に
「
明
治
」＝

近
代
軍
事
国
家
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形
成
期
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
の
位
置
に
つ
い
て
考
え
る
。

二

幕
末
知
識
人
た
ち
の
平
家
琵
琶

―
福
地
桜
痴
が
継
承
し
た
も
の
―

福
地
桜
痴
の
父
・
苟
庵
が
大
坂
修
行
時
代
、
師
・
篠
崎
小
竹
の
影
響
で
平
家
琵
琶
を
実
践
す
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
、

前
稿
の
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
重
要
な
問
題
を
含
む
の
で
再（

５
）掲

す
る
。

親
の
事
を
云
ふ
の
は
可
笑
し
い
が
私
の
親
は
私
よ
り
學
者
で
長
州
の
人
で
長
府
に
生
ま
れ
長
府
で
學
問
し
て
萩
で
も
學
問
し
て

夫
か
ら
江
戸
へ
出
て
來
て
修
業
を
し
ま
し
た
が
江
戸
で
意
を
得
な
か
つ
た
の
で
大
阪
に
行
つ
て
篠
崎
小
竹
の
門
人
と
爲
つ
て
小

竹
の
塾
頭
に
爲
り
ま
し
た
、
小
竹
先
生
は
山
陽
先
生
と
大
變
親
密
な
間
柄
で
す
、
所
が
山
陽
先
生
は
琵
琶
が
嗜
き
で
能
く
遣
つ

た
さ
う
で
す
、
平
家
の
中
に
濱
戦
と
云
ふ
段
が
あ
り
ま
す
、
夫
は
何
で
す
る
新
中
納
言
知
盛
の
子
息
の
知
章
が
父
に
代
つ
て
討

死
す
る
と
云
ふ
段
で
あ
る
、
ソ
コ
を
山
陽
先
生
が
好
ん
で
遣
つ
た
さ
う
で
す
、
夫
で
小
竹
先
生
も
平
家
を
語
る
樣
に
な
つ
た
さ

う
で
す
が
所
が
面
白
く
な
い
も
の
で
す
か
ら
誰
も
聽
き
人
が
な
い
、
夫
を
亡
父
は
謹
ん
で
聽
い
て
居
つ
た
さ
う
で
す
、
是
は
何

で
す
る
亡
父
は
假
名
書
の
文
章
が
嗜
き
だ
つ
た
か
ら
ね
、
或
る
日
先
生
に
『
ド
ウ
し
て
ソ
ン
ナ
面
白
く
も
な
い
誰
も
聽
き
人
の

な
い
も
の
を
御
語
り
な
さ
る
か
』
と
聽
く
と
先
生
の
云
は
れ
る
に
は
〈
先
述
引
用
部
へ
続
く
〉

問
題
を
摘
記
す
れ
ば
、
①
篠
崎
小
竹
は
頼
山
陽
が
「
浜
戦
」（＝

巻
九
）
を
好
ん
で
語
っ
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
て
自
身
も
語
る
よ

う
に
な
っ
た
、
②
小
竹
の
平
家
琵
琶
は
面
白
く
な
い
の
で
誰
も
聴
く
人
が
な
か
っ
た
、
③
詞
章
が
「
仮
名
書
」
の
文
章
な
の
で
苟
庵
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が
魅
力
を
感
じ
て
い
た
、
と
な
る
。
ま
ず
、
③
に
つ
い
て
は
前
稿
の
結
論
に
繋
が
る
が
、
篠
崎
小
竹
の
許
で
の
学
問
と
は
別
に
、
親

し
む
こ
と
が
出
来
た
仮
名
書
き
文
は
「
声
」
に
な
っ
た
〈
平
家
〉
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ば
い
し

こ
う
し
ょ
う

①
の
頼
山
陽
の
平
家
琵
琶
実
践
に
つ
い
て
検
証
す
る
。
裏
付
け
と
な
る
資
料
は
、
山
陽
の
母
・
梅
颸
の
日
記
を
基
に
木
崎
好
尚

が
明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
発
表
し
た
『
家
庭
の
頼
山（

６
）陽

』、
ま
た
こ
れ
を
引
用
・
考
証
し
た
『
平
家
音
楽
史
』（

７
）等

と
な
る
。

前
書
に
よ
っ
て
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）、
山
陽
四
十
八
歳
の
頃
か
ら
平
家
に
親
し
ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
漸
之
進
も
注
目
し

た
木
崎
好
尚
の
評
（
三
四
一
頁
）
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。（
引
用
部
傍
線
は
久
保
に
よ
る
。
以
降
同
）

山
陽
の
平
家
を
語
る
を
、
近
年
の
嗜
み
と
見
ゆ
。
雪
堂
は
藤
井
何
が
し
と
い
へ
る
下
京
の
質
屋
の
主
人
に
て
、
波
多
野
流
の
平

曲
に
堪
能
な
り
け
れ
ば
、
山
陽
も
就
て
學
び
し
な
ら
ん
。
山
陽
が
平
家
の
相
手
は
、
い
つ
も
門
人
牧
善
助
（
贛
齋
）
に
し
て
、

琵
琶
役
を
勤
め
さ
せ
ら
れ
し
が
、
間
拍
子
の
拔
け
た
る
琵
琶
の
手
に
は
、
善
助
い
と
迷
惑
し
、
先
生
の
書
齋
よ
り
、
善
助
…
…

と
い
ふ
呼
聲
聞
ゆ
る
毎
に
、
ま
た
お
相
手
の
御
用
か
と
、
牧
は
ち
ゞ
み
上
が
り
し
と
な
り
、
京
師
の
同
流
に
名
あ
る
、
今
の
藤

村
検
校
の
話

挿
話
の
取
材
源
は
、
波
多
野
流
最
後
の
検
校
・
藤
村
性
禅
（＝
繁
三
、
一
八
五
三
〜
一
九
一
一
）
で
あ
り
、
次
に
挙
げ
る
資
料
も

加
え
、
信
憑
性
が
高
い
。
館
山
漸
之
進
は
『
家
庭
の
頼
山
陽
』
所
収
の
児
玉
旗
山
（
一
八
〇
一
〜
一
八
三
五
）
の
漢
詩
を
根
拠
に
、

「
間
拍
子
の
拔
け
た
る
」
に
疑
義
を
挟
み
、「
山
陽
の
平
家
は
、
平
凡
に
あ
ら
ざ
る
を
知
る
べ
き
な
り
」
と
断
じ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
や
は
り
山
陽
の
平
家
は
音
曲
と
し
て
は
平
凡
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
山
陽
の
平
家
琵
琶
の
師
・
藤
井
雪
堂（
？
〜
一
八
三
九
）
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の
著
『
追
増
平
語
偶（

８
）談

』（
一
八
三
四
）
に
、
以
下
の
評
を
認
め
る
か
ら
で
あ
る
。

一
向
に
文
意
し
ら
ず
し
て
、
節
音
曲
の
み
を
語
る
平
語
は
、
端
哥
三
味
線
な
ど
聞
樣
に
て
水
臭
し
。
又
文
句
を
お
も
ひ
入
て
、

下
手
に
語
れ
ば
、
浄
瑠
璃
の
樣
に
て
、
聞
も
う
る
さ
し
。
此
間
の
け
じ
め
大
事
也
。
先
文
章
を
心
に
解
し
て
、
う
や
〳
〵
し
く

誠
心
に
語
り
出
べ
し
。
文
段
多
は
主
上
大
臣
家
を
始
め
皆
高
貴
の
か
た
〴
〵
の
御
上
を
の
み
つ
ゞ
り
て
た
つ
物
な
れ
ば
、
恭
敬

の
意
を
忘
る
べ
か
ら
ず
。
頼
山
陽
子
な
ど
の
平
語
は
、
上
手
と
は
云
べ
か
ら
ね
ど
、
何
と
な
く
聞
に
感
情
の
催
さ
る
ゝ
樣
な
り

し
は
、
物
語
一
部
の
大
體
に
通
じ
て
文
意
に
委
し
き
故
な
る
べ
し
。
自
餘
の
音
曲
と
は
ち
が
ひ
、
さ
ま
で
音
曲
上
手
な
ら
ぬ

も
、
志
だ
に
い
や
し
か
ら
ぬ
は
、
哀
も
深
く
情
も
晴
れ
た
る
べ
し
。
さ
れ
ば
閑
居
の
友
と
し
て
、
心
ざ
し
を
や
し
な
ひ
、
老
後

の
樂
と
せ
む
に
は
ま
た
な
き
も
の
也
。

物
語
の
本
文
に
通
じ
た
者
が
語
る
平
家
は「
上
手
」で
は
な
く
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
心
に
響
く
も
の
と
な
る
と
い
う
教
え
で
あ
る
。

加
え
て
他
の
音
曲
と
は
異
な
り
、
上
手
で
な
く
と
も
「
志
」
さ
え
高
け
れ
ば
情
感
を
伝
え
得
る
と
い
う
、
技
術
よ
り
も
精
神
性
を
も

重
視
し
た
主
張
で
も
あ
る
。
如
上
の
雪
堂
の
教
示
は
、
山
陽
に
も
伝
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
当
人
が
語
り
の
巧
拙
に
拘
泥
し
な

か
っ
た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
山
陽
の
影
響
で
平
家
を
語
る
よ
う
に
な
っ
た
篠
崎
小
竹
、
そ
の
弟
子
の
福
地
苟

庵
、
そ
し
て
桜
痴
も
、
こ
の
教
え
を
継
い
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
い
ま
ひ
と
つ
同
時
代
の
知
識
人
に
よ
る
平
家
語
り
の
事
例
を
加

ぼ
う
よ
う

え
る
な
ら
ば
、
同
じ
く
在
京
の
本
草
学
者
で
医
師
の
山
本
亡
羊
（
一
七
七
八
〜
一
八
五
九
）
の
以（

９
）下

の
伝
が
あ
る
。
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又
先
生
壮
年
の
時
平
曲
を
星
野
検
校
に
學
び
老
年
に
及
び
て
更
に
平
曲
の
名
人
に
就
て
其
音
調
聲
曲
を
質
し
自
ら
平
家
物
語
全

部
を
手
写
す

其
平
生
愛
せ
ら
れ
る
ゝ
所
の
琵
琶
時
鳥
今
尚
家
に
保
存
す
先
生
音
吐
鐘
の
如
し

初
め
て
平
曲
を
學
び
演
ぜ
ら
れ
し
と
き
隣
人
河
内
屋
仙
助
と
い
ふ
者
驚
き
て
人
に
告
げ
曰
く
山
本
先
生
發
狂
せ
り
と

初
め
て
平
家
を
語
っ
て
隣
人
に
発
狂
し
た
と
言
わ
し
め
た
の
は
半
ば
笑
話
だ
が
、
福
地
桜
痴
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
さ
し
て
変
わ
ら
な

い
。
ま
た
「
老
後
の
楽
」
と
し
て
実
践
し
た
の
は
、『
追
増
平
語
偶
談
』
の
教
え
に
も
一
致
す
る
。
因
み
に
、
近
時
松
田
清
氏
が
発

見
・
整
理
さ
れ
た
「
山
本
読
書
室
」
の
仮
目
録（

１０
）中

に
は
「
五
二
七
琵
琶

亡
羊
遺
愛

時
鳥
」、「
四
三
八
九

平
曲
譜
本

鱸
」
と

あ
っ
て
、
右
の
話
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
目
録
中
に
「
四
六
二
三

平
曲
保
存
講
／
重
陽
社
／
口
述

明
治
三
十
年
五
月
／

廿
八
号
廿
九
号
」
と
も
あ
っ
て
、
明
治
の
京
都
で
藤
村
性
禅
の
門
弟
が
組
織
し
た
「
重
陽
社
」（
後
述
）
と
亡
羊
の
子
孫
が
関
わ
り

を
持
っ
て
い
た
こ
と
も
興
味
深
い
。

こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
っ
て
み
る
と
、
文
章
修
養
（
暗
唱
）
の
た
め
に
平
家
を
語
り
、
そ
の
巧
拙
に
全
く
拘
泥
せ
ず
聴
衆
を
悩
ま
せ

た
福
地
桜
痴
の
平
家
琵
琶
は
、
明
治
に
あ
っ
て
は
奇
異
だ
っ
た
が
、
右
に
見
た
よ
う
な
幕
末
の
知
識
人
ら
の
営
み
の
延
長
線
上
に

あ
っ
た
と
み
れ
ば
納
得
で
き
る
。
と
こ
ろ
で
、
当
道
座
の
伝
統
で
は
酒
席
で
語
る
の
を
嫌
っ
た
よ
う
だ
が
、
山
陽
の
記
録
や
桜
痴
の

挿
話
に
よ
れ
ば
酒
席
で
語
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
平
家
の
「
音
」
を
評
し
て
「
悲
壮
感
憤
」
と
し
た
（『
日
本
外
史
』）
頼
山
陽

だ
っ
た
が
、
自
ら
演
者
と
な
っ
た
山
陽
の
〈
平
家
〉
の
趣
き
は
別
物
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

前
後
し
て
し
ま
う
が
、「
平
曲
」
な
る
呼
称
の
時
代
的
問
題
が
あ
る
。
山
下
宏
明
氏
は
「
江
戸
時
代
に
『
平
曲
正
節
』
の
書
名
が

あ
り
、
一
部
文
人
ら
の
間
で
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い（

１１
）る

が
、
当
道
座
の
検
校
・
勾
当
ら
の
「
平
家
琵
琶
」、
そ
し
て

（１１７）
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晴
眼
者
（
知
識
人
）
ら
の
「
平
曲
」
と
い
う
二
つ
の
名
称
が
併
存
し
て
い
た
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
本
稿
で

は
基
本
的
に
「
平
家
琵
琶
」
の
呼
称
で
統
一
し
て
い
る
。

結
果
論
で
は
あ
る
が
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
「
盲
官
廃
止
令
」
に
よ
り
「
平
家
琵
琶
」
が
直
ち
に
断
絶
せ
ず
に
細
々
な
が

ら
も
続
い
た
の
は
、
東
京
で
明
治
三
十
年
代
ま
で
続
い
た
福
地
桜
痴
や
大
槻
如
電
と
い
っ
た
知
識
人
た
ち
の「
平
曲
」の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
京
都
で
も
同
様
で
あ
り
、
次
節
で
確
認
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

三

平
家
琵
琶
の
行
方

―
当
道
座
の
解
体
と
そ
の
後
を
支
え
た
人
々
―

再
び
桜
痴
に
戻
れ
ば
、
彼
が
平
家
を
語
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
一
月
（
当
時
四
十
一
歳
）、
成
島
柳

北
と
連
れ
だ
っ
て
原
口
喜
運
の
平
家
を
聴
い
た
こ
と
に
よ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い（

１２
）る

。
本
人
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
長
崎
時
代
の
読
書
経

験
の
な
か
で
『
平
家
物
語
』
に
親
し
み
、
上
京
後
に
は
「
本
所
の
總
錄
邸
に
月
に
一
回
づ
ゝ
の
平
家
の
會
が
あ
り
ま
し
て
盲
人
が
語

り
ま
す
の
を
聽
き
に
行
つ
た
」
と
い
う
素
地
が
あ
っ
た
。
加
え
て
運
命
と
も
言
う
べ
き
縁
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
以（

１３
）下

の
福
住
検
校
と

の
出
会
い
で
あ
る
。

夫
は

幕
府
の
町
奉
行
を
し
た
筒
井
肥
前
守
と
云
ふ
人
が
あ
り
ま
し
た
、
彼
の
人
は
長
崎
奉
行
を
務
め
た
こ
と
が
あ
る
、
私
の

親
も
長
崎
に
居
つ
て
懇
意
に
爲
つ
た
の
で
私
が
江
戸
に
來
た
時
分
に
親
の
添
書
を
持
つ
て
筒
井
を
尋
ね
た
こ
と
が
あ
る
、
其
後

に
爲
り
ま
し
て
筒
井
は
外
國
奉
行
に
な
り
ま
し
た
、
私
も
其
外
國
奉
行
の
支
配
下
と
爲
つ
て
大
變
筒
井
に
愛
さ
れ
ま
し
た
、
彼

の
人
の
指
南
は
福
住
檢
校
と
云
ふ
盲
人
で
し
た
、
此
人
は
石
岡
檢
校
〈
久
保
注
・「
麻
岡
」
の
誤
り
〉
の
門
人
で
琵
琶
法
師
の
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一
人
で
あ
つ
た
、
ソ
コ
で
段
々
心
易
く
な
り
ま
し
て
度
〳
〵
福
住
檢
校
の
琵
琶
を
聽
聞
に
行
き
ま
し
た
。

ま
さ
の
り

幕
末
の
外
交
交
渉
に
手
腕
を
発
揮
し
た
外
国
奉
行
・
筒
井
政
憲
（
一
七
七
八
〜
一
八
五
九
）
を
介
し
た
福
住
検
校
と
の
出
会
い
に

は
、
複
数
の
縁
が
絡
み
あ
っ
て
い
る
。
福
住
検
校
は
筒
井
政
憲
の
三
男
「
順
賀
一
」
で
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
麻
岡
検
校
没
後

に
第
七
世
江
戸
宗
匠
（
一
方
前
田
流
）
と
な
っ
た
も
の
の
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
当
道
座
解
体
に
よ
り
総
録
屋
敷
を
没
収
さ

れ
、
そ
の
後
熊
谷
に
隠
居
し
て
い
る
。
そ
の
伝
記
研
究
は
比
較
的
多
く
、
最
近
の
研
究
と
し
て
永
井
啓
夫
氏
の
も（

１４
）の

が
あ
る
。
平
家

琵
琶
の
衰
退
に
つ
い
て
、
後
述
す
る
京
都
の
藤
村
性
禅
も
含
め
、「
悲
惨
な
末
路
」
と
位
置
付
け
「
完
成
さ
れ
た
芸
態
を
伝
承
す
る

た
め
に
社
会
的
保
護
が
必
要
」
と
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
盲
官
廃
止
が
平
家
琵
琶
（
盲
僧
）
を
滅
ぼ
し
た
と
い
う
の
が
一

般
的
な
理
解
で
は
あ
る
が
、
加
藤
康
昭
氏
の
研（

１５
）究

に
よ
れ
ば
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
七
月
十
二
日
の
教
部
省
達
第
二
十
九
号
に

よ
り
盲
僧
を
天
台
宗
管
長
の
所
轄
取
締
と
す
る
旨
が
府
県
に
通
達
さ
れ
、
明
治
十
一
年
頃
ま
で
に
は
各
府
県
で
盲
僧
を
承
認
し
、
盲

僧
廃
止
令
は
事
実
上
撤
回
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
保
護
さ
れ
た
制
度
と
し
て
の
当
道
座
は
失
わ
れ
た
が
、
盲
僧
と
し
て
平
家
琵
琶

を
続
け
る
こ
と
は
社
会
的
に
は
可
能
で
あ
っ
た
は
ず
で
、
永
井
氏
の
よ
う
に
制
度
的
な
観
点
か
ら
の
み
説
明
す
る
の
は
問
題
が
あ
ろ

う
。
む
し
ろ
継
い
で
い
く
「
価
値
」
が
、
伝
承
者
当
人
と
と
り
ま
く
人
々
に
見
出
だ
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
で
あ
る
。

子
孫
に
当
た
る
福
住
健
吉
氏
は
福
住
検
校
が
遺
し
た
日
記
に
は
、
そ
の
全
盛
期
が
伝
え
ら
れ
て
い（

１６
）る

。
た
と
え
ば
「
順
賀
は
筒
井

の
後
盾
で
江
戸
の
諸
大
名
旗
本
の
屋
敷
の
出
入
を
許
さ
れ
、
お
祝
や
法
要
の
席
で
平
家
琵
琶
を
弾
じ
て
澤
山
の
御
土
産
を
頂
戴
し

た
」
と
か
、
検
校
の
官
位
を
得
る
際
に
上
京
す
る
「
道
中
の
格
式
は
大
名
の
資
格
と
同
じ
で
乗
物
を
許
さ
れ
、〈
中
略
〉
時
の
金
で

壹
千
両
も
か
ゝ
つ
た
」
と
い
っ
た
話
で
あ
る
。
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
八
月
八
日
に
皇
后
（
後
の
昭
憲
太
后
の
宮
）
が
熊
谷
市

（１１９）
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竹
井
本
陣
行
啓
の
際
、
御
前
で
平
家
琵
琶
を
弾
じ
、
御
賞
美
と
と
も
に
御
下
賜
品
を
拝
受
し
た
の
を
最
後
の
名
誉
と
し
た
と
い
う
。

か
つ
て
盲
僧
が
貸
金
業
を
営
む
ほ
ど
富
裕
で
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
豪
奢
な
環
境
に
浸
っ
た
福
住
が
生
活
力
に
欠
け
、

平
家
琵
琶
を
金
銭
と
等
価
と
見
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
価
値
が
保
証
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
伝
承
者
で
あ
る
福

住
自
身
が
琵
琶
を
置
く
に
至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

せ
い
ぜ
ん

一
方
、
京
都
の
事
情
は
一
八
〇
度
異
な
る
。
波
多
野
流
最
後
の
検
校
・
藤
村
性
禅
は
、
職
屋
敷
の
廃
止
と
実
家
（
両
替
商
・
伊
勢

屋
）
の
倒
産
が
重
な
り
、
経
済
的
に
困
窮
し
な
が
ら
、
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
に
没
す
る
ま
で
の
間
、
生
涯
を
か
け
て
平
家

琵
琶
の
継
承
に
心
を
砕
い
た
。

藤
村
性
禅
の
生
涯
は
、
兼
常
清
佐
氏
が
未
亡
人
・
い
く
子
氏
に
直
接
取
材
し
た
伝
記
研（

１７
）究

に
よ
っ
て
か
な
り
詳
細
に
知
る
こ
と
が

で
き
る
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
に
十
九
歳
で
職
屋
敷
を
追
わ
れ
、
明
治
四
十
四
年
春
の
法
然
上
人
七
百
年
忌
（
於
・
小
松
谷
正

林
寺
）
の
頓
写
会
で
披
露
し
た
「
戒
文
」
を
最
後
に
没
し
た
そ
の
人
生
は
、
ま
さ
に
「
明
治
」
を
通
し
て
平
家
琵
琶
に
捧
げ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
兼
常
論
文
の
完
成
度
が
高
い
た
め
、
再
検
証
の
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
性
禅
を
支
え
平
家
琵
琶
を
継
承
し
よ
う
と

し
た
人
々
に
注
目
し
て
み
る
。

性
禅
は
当
初
、
自
分
と
同
じ
盲
人
へ
の
継
承
を
志
し
、「
京
都
盲
唖
院
」
に
お
け
る
教
授
に
よ
っ
て
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
し
た

の
だ
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
て
い
る
。
兼
常
氏
に
よ
れ
ば
「
賣
れ
な
い
平
曲
は
自
然
疎
外
せ
ら
れ
た
」
と
い
う
。
追
跡
調
査
を
試
み
れ

（
１８
）ば

、
京
都
盲
唖
院
の
設
立
は
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
だ
が
、
明
治
十
七
年
二
月
の
入
学
試
験
三
日
目
の
午
後
に
「
上
下
京
に
て

糸
竹
の
道
に
堪
能
な
る
人
を
数
拾
名
招
き
お
の
お
の
そ
の
得
た
る
技
芸
」
を
披
露
す
る
会
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
演
目
の
中
に
「
琵
琶

（
弓
流
し
）
藤
村
繁
三
」（『
京
都
滋
賀
新
報
』
二
月
十
五
日
）
と
あ
る
。
翌
十
八
年
に
も
「
平
曲
梶
原
貳
度
の
駈
「
石
田
光
太
郎
」
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…
…
琵
琶
、
平
曲
、
那
須
与
一
中
音
「
藤
村
繁
三
、
石
田
光
太
郎
」」（『
中
外
電
報
』
三
月
十
七
日
）
と
あ
り
、
十
九
年
に
も
「
琵

琶
平
曲
（
宇
治
川
）
石
田
光
太
郎
…
…
琵
琶
平
曲
三
艸
勢
揃
櫻
同
音
藤
村
性
禅
」（『
中
外
電
報
』
三
月
二
十
一
日
）
と
い
う
記
録
が

認
め
ら
れ
る
。
た
だ
、
以
降
の
盲
唖
院
に
関
わ
る
記
事
か
ら
は
姿
を
消
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
性
禅
が
盲
唖
院
に
お
け
る
後
継
者
育

成
を
断
念
し
た
の
は
、
明
治
二
十
年
あ
た
り
で
あ
っ
た
ろ
う
。

問
題
と
な
る
の
は
右
の
盲
唖
院
入
学
試
験
の
際
、
性
禅
（
繁
三
）
以
外
に
平
曲
を
演
じ
た
石
田
光
太
郎
な
る
人
物
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
明
治
十
六
年
五
月
に
発
足
し
た
性
禅
門
下
の
結
社
「
重
陽
社
」
の
構
成
員
、「
石
田
韞
玉
」
で
あ
ろ
う
。
以
下
「
重
陽
社
」
に

つ
い
て
は
兼
常
氏
の
研
究
に
よ
る
が
、「
普
通
の
人
で
平
曲
に
趣
味
あ
る
も
の
が
検
校
を
師
と
し
て
そ
の
教
を
う
け
た
も
の
は
前
後

十
数
人
」
で
、
兼
常
氏
の
執
筆
当
時
存
命
で
あ
っ
た
湯
浅
半
月
（＝

吉
郎
、
京
都
府
立
図
書
館
長
）
や
宇
野
半
吉
（
医
師
）
は
平
家

た
め
つ
ぎ

全
部
を
伝
承
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
上
冷
泉
家
第
二
十
二
代
当
主
の
冷
泉
為
系
も
門
下
に
あ
っ
た
。
で
は
「
重
陽
社
」
と
は
い

か
な
る
組
織
で
あ
っ
た
の
か
。

こ
れ
を
知
る
資
料
と
し
て
、
兼
常
氏
は
重
陽
社
の
「
三
要
五
禁
」
を
全
文
掲
載
し
て
い
る
。
明
治
十
六
年
五
月
十
四
日
、「
日
下

錦
臺
／
北
邨
文
石
／
酒
井
汲
華
／
岩
田
鯉
巖
／
石
田
韞
玉
」
五
名
の
署
名
に
よ
り
性
禅
に
提
出
さ
れ
た
そ
の
内
容
は
、
緩
や
か
で
も

あ
り
厳
し
い
面
も
あ
る
。
会
は
「
同
學
懇
和
の
爲
」
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
名
は
「
平
」
の
字
を
解
体
す
る
と
「
八
十
一
」
と
な
り
「
九

九
」
と
な
る
（
折
字
）
の
で
重
陽
の
節
句
に
由
来
し
て
い
る
。
趣
旨
は
同
好
会
的
だ
が
、
平
曲
を
演
奏
す
る
に
あ
た
っ
て
は
「
節
倹

を
致
と
し
古
風
を
斟
酌
す
べ
」
き
と
し
、
続
く
「
五
禁
」
で
は
①
劇
場
な
ど
で
の
平
曲
演
奏
を
禁
ず
る
、
②
無
断
で
他
人
に
伝
え
な

い
、
③
「
絃
歌
を
沽
り
野
俗
の
遊
藝
を
以
て
生
業
を
な
す
も
の
」
に
伝
え
な
い
、
④
神
社
法
楽
・
仏
寺
勧
進
、
公
の
場
で
演
じ
る
の

は
良
い
が
「
三
絃
唱
歌
の
類
」
と
の
出
演
順
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
⑤
「
静
坐
澄
心
の
時
」
に
演
じ
る
べ
き
で
酔
っ
た
折
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の
余
興
や
喧
噪
の
中
で
演
じ
な
い
、
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
④
で
「
鄭
聲
淫
調
の
も
の
」（
み
だ
ら
な
内
容
と
調
子
）
と
ま
で
形
容
さ

れ
る
よ
う
に
、
他
の
芸
能
（
箏
曲
、
三
味
線
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
手
厳
し
い
（
③
も
同
）。
江
戸
の
福
住
順
賀
は
平
家
琵
琶
と

箏
と
を
学
び
、
熊
谷
隠
居
後
は
専
ら
箏
が
生
活
を
助
け
て
い
た
と
い
う
が
、
京
都
の
性
禅
は
箏
の
腕
前
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
決
し

て
そ
れ
を
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
性
禅
の
言
葉
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

箏
の
師
匠
は
み
な
卑
劣
で
あ
る
。
下
司
根
性
で
あ
る
。
念
頭
に
あ
る
も
の
は
た
ゞ
黄
金
ば
か
り
で
そ
の
仕
事
は
蓄
財
よ
り
外
に

出
で
ぬ
。
も
し
今
箏
を
教
へ
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
々
と
交
際
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
は
到
底
予
が
堪
え
得
る
處
で
な
い
。
貧

し
く
と
も
い
ゝ
。
苦
る
し
く
と
も
い
ゝ
。
予
は
一
人
平
曲
を
樂
ん
で
世
を
送
る
。

重
陽
社
の
門
人
ら
も
右
の
師
の
意
思
を
日
頃
か
ら
承
知
し
、「
五
禁
」
を
定
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
性
禅
と
重
陽
社
の

人
々
の
平
家
琵
琶
普
及
に
向
け
た
活
動
の
実
態
に
つ
い
て
、
薄
田
泣
菫
は
以
下
の
話
を
伝
え
て
い（

１９
）る

。

以
前
京
都
で
月
に
一
度
づ
つ
琵
琶
法
師
の
藤
村
性
禅
氏
を
中
心
に
平
曲
好
き
の
人
達
の
会
合
が
催
さ
れ
て
ゐ
た
事
が
あ
つ
た
。

場
所
は
寺
町
四
条
の
浄
教
寺
で
、
京
都
図
書
館
長
の
湯
浅
半
月
氏
を
始
め
二
三
の
弾
手
が
集
ま
つ
た
が
、
聴
衆
は
い
つ
も
十
人

そ
こ
〳
〵
で
、
そ
れ
も
初
め
の
一
二
段
を
聴
く
と
、
何
時
い
つ
の
間
に
か
こ
そ
〳
〵
逃
げ
出
し
て
、
肝
腎
の
藤
村
検
校
が
出
る

頃
に
は
、
聴
衆
は
一
人
も
居
な
い
と
い
ふ
や
う
な
事
が
少
く
な
か
つ
た
。

う
た
よ
み

え
か
き

な
す

こ
れ
で
は
な
ら
ぬ
と
、
仲
間
の
歌
詠
や
画
家
に
塗
つ
て
貰
つ
た
短
冊
を
五
六
枚
と
、
茶
菓
子
一
皿
を
景
品
の
つ
も
り
で
、
最
後
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ま
で
聴
い
て
呉
れ
た
人
に
送
る
こ
と
に
し
た
が
、
短
冊
と
茶
菓
子
の
人
並
外
れ
て
好
き
な
京
都
人
も
、
矢
張
り
最
後
ま
で
居
残

る
人
は
一
人
も
無
か
つ
た
の
で
、
折
角
の
名
案
も
何
の
役
に
も
立
た
な
か
つ
た
事
が
あ
る
。

引
出
物
を
惜
し
ま
ぬ
重
陽
社
の
人
々
の
熱
意
と
経
済
力
が
知
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
彼
ら
の
平
家

琵
琶
が
聴
く
に
堪
え
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
先
述
の
頼
山
陽
や
山
本
亡
羊
の
平
家
琵
琶
を
聴
い
た
京
の
人
び

と
の
反
応
と
然
し
て
変
わ
り
が
な
い
。
門
人
ら
に
限
ら
ず
、
師
・
性
禅
に
つ
い
て
も「
藤
村
師
の
平
曲
は
規
矩
準
縄
に
か
な
へ
る
も
、

其
の
気
魄
な
き
は
実
に

瑕
た
り
、
平
家
は
由
来
睡
眠
を
催
す
底
の
も
の
に
非
ず
」
と
の
批
判
的
な（

２０
）評

も
あ
る
。
概
ね
京
都
の
平
家

琵
琶
は
、
藤
村
性
禅
を
中
心
に
熱
心
な
保
護
活
動
を
行
う
も
、
そ
の
魅
力
が
人
々
に
伝
わ
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
一
方
、
先
の

評
は
続
け
て
「
余
曾
て
東
京
に
あ
り
、
故
原
口
検
校
の
平
曲
を
聞
き
山
陽
の
平
家
の
賛
辞
に
深
く
感
服
し
た
り
」
と
あ
り
、
東
京
の

平
曲
（
福
住
順
賀
の
弟
子
で
福
地
桜
痴
が
師
事
し
た
原
口
喜
運
）
は
頼
山
陽
の
「
其
の
音
悲
壮
感
憤
、
聴
く
者
悽
愴
な
ら
ざ
る
は
な

し
」
の
評
に
適
う
魅
力
が
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
前
田
流
と
波
多
野
流
と
い
う
流
派
の
違
い
は
そ
れ
と
し
て
、
旧
幕
府
（
武
家
）

の
膝
元
・
江
戸
で
継
承
さ
れ
た
平
家
琵
琶
に
は
迫
力
が
あ
り
魅
力
を
残
し
て
い
た
が
、
伝
統
と
し
て
は
古
い
が
貴
族
や
知
識
人
ら
に

賞
翫
さ
れ
て
き
た
京
都
の
平
家
琵
琶
に
は
そ
れ
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

江
戸
最
後
の
総
録
屋
敷
を
継
い
だ
福
住
順
賀
に
は
平
家
琵
琶
を
継
承
す
る
気
概
が
な
く
、
京
都
職
屋
敷
を
継
い
だ
藤
村
性
禅
は
生

涯
を
そ
れ
に
懸
け
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
門
人
ら
を
除
い
て
人
々
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
は
皮
肉
と
し
か
言
い
よ
う

が
な
い
。
東
京
に
は
福
住
の
後
、
麻
岡
検
校
門
下
の
第
八
世
宗
匠
鏡
島
城
千
、
第
九
世
宗
匠
伊
豆
島
宗
昌
（
一
八
三
二
〜
一
八
九

九
）、
深
川
照
阿
（
一
八
三
三
〜
一
九
一
五
）
が
残
っ
て
い
た
が
、
彼
ら
と
積
極
的
に
関
わ
り
平
家
琵
琶
の
場
を
設
け
た
の
は
、
福
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地
桜
痴
や
大
槻
如
電
ら
に
よ
る
「
平
曲
保
存
會
」（
明
治
二
十
九
年
十
一
月
に
上
野
公
園
内
美
術
協
会
館
内
に
発
足
）
で
あ
っ
た
。

明
治
三
十
九
年
一
月
に
桜
痴
が
没
し
、
館
山
漸
之
進
が
平
家
琵
琶
保
存
の
公
的
立
場
（
明
治
四
十
年
九
月
東
京
音
楽
学
校
邦
楽
調
査

掛
嘱
託
）
を
得
て
『
平
家
音
楽
史
』（
明
治
四
十
三
年
）
を
大
成
す
る
ま
で
の
数
年
間
、
同
会
の
活
動
は
衰
退
の
一
途
を
辿
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

「
平
曲
保
存
會
」
は
上
野
の
地
の
近
く
瀬
川
雅
亮
邸
（
五
条
天
神
社
神
職
）
に
お
い
て
、
深
川
照
阿
の
門
人
三
十
名
弱
で
継
続
さ

き
ま
た

れ
て
い
た
。
会
員
の
一
人
、
木
全
宗
八
（
売
茶
業
、
名
古
屋
出
身
）
は
毎
月
二
十
二
日
に
は
神
田
佐
抦
木
町
の
自
宅
内
で
「
樹
扇
会
」

を
催
し
、
荻
野
検
校
を
祀
り
平
曲
を
手
向
け
て
い
た
。
木
全
は
雑
誌
『
歌
舞
音
曲
』
に
二
年
間
十
四
編
も
の
「
平
曲
談
」
を
連
載
す

（
２１
）る

が
、
そ
の
内
容
は
旧
来
の
説
を
敷
衍
す
る
か
、
稚
拙
な
持
論
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
初
め
て
同
誌
に
木
全
の
「
平
曲
伝
説
」
が
掲
載

さ
れ
た
明
治
四
十
一
年
一
月
、
大
槻
如
電
が
同
誌
会
員
を
辞
す
広
告
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
如
電
は
お
そ
ら
く
素
人
集
団
と

化
し
た
「
平
曲
保
存
會
」
と
袂
を
分
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
深
川
照
阿
門
人
か
ら
漸
之
進
に
師
事
す
る
者

も
出
（
竹
中
悍
）、
平
家
琵
琶
の
保
存
と
研
究
は
、
漸
之
進
の
双
肩
に
か
か
っ
て
く
る
。

四

平
家
琵
琶
の
実
践
と
研
究

―
館
山
漸
之
進
を
支
え
た
梅
澤
和
軒
―

と
は
い
え
、
館
山
漸
之
進
は
孤
高
の
伝
承
者
で
は
な
く
、
彼
を
支
え
た
多
く
の
人
脈
は
『
平
家
音
楽
史
』
か
ら
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
た
だ
、
同
書
を
成
す
に
あ
た
っ
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
一
番
の
協
力
者
は
、
梅
澤
和
軒
（＝

精
一
、
一
八
七
一

〜
一
九
三
一
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
梅
澤
和
軒
は
研
究
史
上
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
ず
、
評
価
さ
れ
る
の
は
『
平
家
正
節
』
を

底
本
に
し
、
当
時
と
し
て
は
専
門
性
の
高
い
注
釈
が
付
さ
れ
て
い
る
『
平
家
物
語
評（

２２
）釋

』
ぐ
ら
い
で
あ
ろ
う
。
同
書
も
ま
た
二
人
の
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出
会
い
が
な
け
れ
ば
世
に
送
り
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

私
た
ち
の
多
く
は
『
平
家
音
楽
史
』
の
復
刻（

２３
）版

を
参
照
し
て
い
る
が
、
同
版
は
初
版
本
掲
載
の
巻
頭
図
版
と
多
く
の
人
々
に
よ
る

「
序
文
」
が
大
幅
に
削
除
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
序
」
か
ら
知
り
得
る
二
人
の
出
会
い
、
そ
し
て
『
平
家
音
楽
史
』
大
成
の
経
緯

は
ほ
と
ん
ど
顧
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
、
梅
澤
精
一
名
で
寄
せ
ら
れ
た
「
序
」
か
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。

余
の
翁
と
相
見
し
は
、
實
に
三
年
以
前
に
あ
り
。
余
の
先
考
、
嘗
て
法
官
と
し
て
任
に
弘
前
に
あ
り
き
。
余
も
亦
從
ふ
。
余
や

源
平
興
亡
の
史
蹟
に
潜
心
し
、
鎌
倉
時
代
の
文
藝
を
愛
し
、
而
し
て
ホ
ー
マ
ー
の
叙
事
詩
に
も
比
す
べ
き
平
家
物
語
の
討
究
に

最
も
腐
心
す
る
者
。
翁
の
斯
樂
を
提
唱
す
る
や
、
一
日
翁
を
西
小
川
町
の
假
寓
に
訪
ふ
。
寒
暖
の
挨
拶
終
り
て
、
談
弘
前
に
及

べ
ば
、
圖
ら
ざ
り
き
翁
の
令
閨
は
余
が
當
時
の
隣
人
な
ら
ん
と
は
。
徃
事
茫
々
二
十
有
五
年
、
昨
な
ほ
今
の
如
く
余
其
の
奇
遇

に
驚
き
ぬ
。
こ
れ
よ
り
意
氣
相
投
合
し
て
、
一
見
舊
知
の
如
し
。

此
の
時
翁
は
平
家
音
樂
史
の
草
稿
を
示
さ
る
。
受
け
て
之
れ
を
見
る
に
紙
數
二
百
に
滿
た
ず
、
排
列
序
な
く
漫
然
た
る
記
述
、

殆
ん
ど
樂
史
の
躰
裁
を
具
備
せ
ず
。
余
即
ち
翁
に
語
る
に
、
近
代
の
編
纂
法
を
以
て
す
。
翁
余
が
言
を
容
れ
、
遂
に
七
度
稿
を

改
め
、
四
度
星
霜
を
經
て
、
貧
苦
徹
骨
の
裏
に
袤
然
た
る
一
大
册
を
編
成
せ
り
。

右
の
序
文
の
日
付
が
「
明
治
四
十
三
年
六
月
十
六
日
」
と
あ
る
の
で
、
和
軒
が
漸
之
進
を
初
め
て
訪
ね
た
の
は
明
治
四
十
年
ご
ろ

と
な
る
。
梅
澤
和
軒
は
国
文
学
者
と
し
て
も
美
術
評
論
家
と
し
て
も
名
を
残
し
て
い
る
が
、
そ
の
多
様
な
研
究
遍
歴
の
全
貌
は
明
ら

は
じ
め

か
で
は
な
い
。
東
京
専
門
学
校
（
現
早
稲
田
大
学
）
文
科
で
学
ん
だ
が
、
哲
学
者
・
大
西
祝
に
も
師
事
し
た
よ
う
で
、
初
期
の
精
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一
名
義
の
著（

２４
）作

に
は
西
洋
の
哲
学
論
や
文
芸
批
評
が
あ
る
。
大
正
の
初
め
ま
で
国
文
学
研
究
に
携
わ
る
も
、
そ
の
後
は
美
術
評
論
に

専
心
し
て
い
る
。
国
文
学
研
究
で
は
西
行
研
究
や
清
少
納
言
と
紫
式
部
研
究
が
著
名
だ
が
、『
平
家
物
語
』
に
つ
い
て
の
論
も
少
な

く
な
い
。〈
平
家
〉
の
処
女
論（

２５
）文

の
冒
頭
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

近
頃
國
樂
保
存
論
勃
興
し
て
、
平
家
及
び
俗
曲
が
音
樂
學
校
に
保
存
せ
ら
れ
擴
張
せ
ら
る
ゝ
こ
と
と
爲
つ
た
。
平
家
は
微
妙
入

玄
の
も
の
で
、
俗
耳
に
入
り
難
い
が
、
斯
道
の
名
家
館
山
翁
よ
り
借
り
得
た
る
材
料
に
よ
り
傍
ら
余
が
調
査
せ
る
所
を
陳
述
し

て
見
や
う
と
思
ふ
。

館
山
漸
之
進
に
対
し
て
は
「
近
代
の
編
纂
法
」
を
伝
授
し
つ
つ
、
漸
之
進
所
有
の
資
料
を
も
と
に
梅
澤
和
軒
の
〈
平
家
〉
研
究
が

始
ま
っ
た
わ
け
で
、
明
治
四
十
三
年
に
『
平
家
音
楽
史
』
が
大
成
す
る
ま
で
の
三
年
間
は
「
二
人
三
脚
」
の
日
々
で
あ
っ
た
。

和
軒
の
『
平
家
物
語
』
研
究
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
山
田
孝
雄
よ
り
も
一
歩
先
に
発
表
さ
れ
て
い
る
諸
本
研
究
で
あ
る
。
大
雑
把

に
諸
本
研
究
史
の
位
置
を
確
認
す
れ
ば
、
江
戸
期
に
『
大
日
本
史
』
編
纂
の
た
め
彰
考
館
で
編
ま
れ
た
『
参
考
源
平
盛
衰
記
』
が
明

治
十
五
年
（
史
籍
集
覧
本
）
に
出
版
さ
れ
、
前
稿
で
取
り
上
げ
た
福
地
桜
痴
の
本
文
比
較
は
明
治
三
十
五
年
（
着
手
は
十
七
年
頃
か

ら
と
の
本
人
談
あ
り
）
一
月
に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
梅
澤
は
明
治
四
十
一
年
に
漸
之
進
か
ら
借
り
受
け
た
「
那
須
家
所
藏

平
家
物
語
目
録
」
を
紹
介
す
る
先
の
論
考
を
発
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
段
階
で
は
『
平
家
正
節
』
は
参
看
す
る
も
「
他

の
異
本
は
未
だ
瞥
見
だ
も
せ
ぬ
」状
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
明
治
四
十
四
年
に
は「
那
須
家
所
藏
平
家
物
語
目
録
」を
再
検（

２６
）討

し
、

そ
こ
で
は
「
書
中
に
は
、
内
容
の
同
一
な
物
が
あ
る
、
例
へ
ば
根
來
本
と
延
慶
本
と
嵯
峨
本
と
が
同
一
」
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
て
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い
て
、
諸
本
本
文
を
調
査
し
た
痕
跡
が
う
か
が
わ
れ
る
。
加
え
て
『
平
家
物
語
』
諸
本
を
「
語
本
」
と
「
読
本
」
と
に
二
大
別
す
る

案
を
夙
に
提
示
し
て
い
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。

語
本
の
特
色
は
、
灌
頂
卷
を
別
卷
と
し
、
大
小
秘
事
句
を
秘
傳
と
爲
し
た
る
に
あ
れ
ど
、
歴
史
本
即
讀
本
で
は
、
灌
頂
を
別
卷

と
せ
ず
、
年
代
的
に
記
入
し
た
こ
と
、
事
實
を
詳
細
に
し
た
こ
と
が
、
兩
者
の
差
で
、
一
は
語
る
者
、
他
は
讀
む
者
な
る
こ
と

が
其
の
根
本
的
分
水
嶺
た
る
は
云
ふ
ま
で
も
な
い
。
而
し
て
讀
本
に
は
此
處
に
歴
史
本
と
云
つ
た
盛
衰
記
風
な
物
と
、
語
本
か

ら
出
た
讀
本
と
の
二
種
が
あ
る
、
後
者
は
所
謂
流
布
本
で
あ
る
。

『
平
家
物
語
研
究
事（

２７
）典

』
に
よ
れ
ば
「
野
村
八
良
が
、
流
布
本
は
琵
琶
法
師
の
語
り
本
で
あ
る
の
に
対
し
、
源
平
盛
衰
記
に
長
門

本
・
延
慶
本
を
含
め
て
読
み
本
の
性
格
を
帯
び
る
と
し
た
の
が
、
平
家
物
語
の
諸
本
の
中
に
「
よ
み
も
の
」
と
し
て
の
概
念
を
与
え

た
端
緒
」
と
し
て
い
る
。
野
村
八
良
の
当
該
論
は
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
発
表
な
の
で
、
梅
澤
の
論
は
そ
こ
か
ら
約
十
年
先
行

し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

＊

＊

＊

梅
澤
の
研
究
は
漸
之
進
の
『
平
家
音
楽
史
』
と
重
な
る
内
容
が
多
い
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
考
』
と
の
関

係
で
あ
る
。
山
田
孝
雄
に
と
っ
て
梅
澤
・
館
山
の
先
行
研
究
は
当
然
踏
ま
え
る
べ
き
だ
が
、
同
書
に
は
漸
之
進
の
研
究
に
触
れ
る
の

み
で
、
梅
澤
の
研
究
は
黙
殺
し
て
い
る
か
の
印
象
が
あ
る
。
そ
の
要
因
は
、
梅
澤
・
館
山
両
氏
か
ら
痛
烈
な
批
判
を
受
け
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
梅
澤
は「
第
一
流
の
學
者
さ
へ
、
平
家
琵
琶
其
物
に
就
い
て
研
究
し
て
居
ら
ぬ
の
は
咄
々
怪
事
と
云
は
ね
ば
な
ら（

２８
）ぬ

」

（１２７）
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と
か
、「
平
家
物
語
の
研
究
は
、
平
曲
を
研
究
せ
ぬ
門
外
漢
の
容
喙
し
得
べ
き
も
の
で
な
い
。
而
し
て
從
來
の
學
者
は
多
く
は
、
此

の
門
外
漢
で
あ
つ
た
の
で
あ（

２９
）る

」
と
い
っ
た
〈
平
家
〉
研
究
の
条
件
を
掲
げ
て
お
り
、
こ
れ
は
漸
之
進
も
同
様
で
あ
る
。
漸
之
進
に

よ
る
山
田
批
判
は
『
平
家
音
楽
史
』
に
寄
せ
ら
れ
た
「
序
」
の
所
々
に
挟
み
込
ま
れ
た
「
漸
之
進
曰
」
の
記
述
か
ら
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
が
、
漸
之
進
が
翌
年
に
発
表
し
た
『
平
家
物
語
史（

３０
）論

』
に
は
山
田
と
の
交
流
、
諸
般
の
経
緯
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

文
部
省
國
語
調
査
會
の
山
田
孝
雄
氏
曰
、
國
語
調
査
會
に
於
て
、
平
家
物
語
の
研
究
を
爲
し
、
世
に
公
に
爲
さ
ん
と
欲
し
、
余

之
れ
に
當
る
を
得
た
り
。
貴
著
の
見
解
を
聞
く
に
、
余
の
見
解
と
徑
庭
な
し
と
。
山
田
氏
は
、
平
家
音
樂
を
學
ぶ
を
聞
か
ず
、

之
れ
を
異
と
す
。
然
れ
ど
も
國
語
調
査
會
は
、
政
府
の
事
業
に
し
て
、
名
士
の
集
會
な
り
、
久
年
の
疑
問
を
解
決
し
て
、
之
れ

を
明
晰
に
す
る
も
知
る
べ
か
ら
ず
、
果
し
て
然
ら
は
、
昭
代
の
一
美
事
に
し
て
、
國
家
の
慶
幸
と
謂
ふ
べ
く
、
山
田
氏
の
勞
を

多
と
せ
り
。
乃
ち
拙
著
の
過
誤
な
き
證
明
と
爲
さ
ん
と
欲
し
、
平
家
音
樂
史
の
序
文
を
要
求
せ
し
に
、
其
研
究
の
大
要
を
詳
記

し
て
與
へ
た
り
。
其
記
す
る
所
を
見
る
に
、
料
ら
ざ
り
き
舊
來
研
究
の
竇
弊
を
踏
襲
し
て
、
流
布
本
の
迷
宮
に
入
り
、
五
里
霧

中
に
彷
徨
す
る
の
感
あ
り
、
甚
た
失
望
せ
り
。
數
次
山
田
氏
に
會
し
、
其
誤
解
と
認
む
る
點
を
舉
げ
、
親
し
く
切
言
せ
し
も
、

尚
了
解
せ
ざ
る
か
如
し
。
山
田
氏
は
、
勤
勉
苦
學
し
て
、
史
學
に
長
ぜ
し
と
云
ふ
。
惜
む
べ
し
、
平
家
音
樂
の
知
識
な
し
、
其

眞
相
を
得
ざ
る
當
然
の
事
理
に
し
て
、
深
く
責
む
べ
き
に
非
ず
、
其
研
鑽
に
當
る
の
苦
衷
を
憐
む
。
而
し
て
懇
切
に
與
へ
た
る

序
文
を
返
戻
す
る
を
得
す
。
之
れ
に
意
見
を
加
ふ
る
は
、
非
禮
の
嫌
あ
り
、
忍
ば
ざ
る
所
な
る
も
、
其
儘
掲
載
す
れ
ば
、
世
人

の
疑
惑
を
招
致
す
る
の
虞
あ
り
、
公
平
に
吾
の
見
る
所
を
附
記
し
て
發
刊
せ
り
。
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山
田
孝
雄
は
自
身
が
得
た
平
家
物
語
研
究
の
成
果
を
、
漸
之
進
『
平
家
音
楽
史
』
の
見
解
と
の
間
に
「
徑
庭
な
し
」
と
言
っ
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
寄
稿
さ
れ
た
山
田
の
「
序
文
」
は
漸
之
進
の
期
待
を
裏
切
り
失
望
さ
せ
る
内
容
で
あ
っ
た
（
以
上
傍
線
部
）。
そ
の

後
、
数
回
に
わ
た
っ
て
山
田
氏
に
意
見
し
た
も
の
の
容
れ
な
か
っ
た
（
以
上
二
重
傍
線
部
）
た
め
、「
序
文
」
に
意
見
を
差
し
挾
む

体
裁
に
な
っ
た
と
い
う
。

梅
澤
・
館
山
と
山
田
と
の
対
立
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
山
田
孝
雄
が
『
国
民
新
聞
』
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
八
月

十
七
日
に
発
表
し
た
「
平
曲
の
開
祖
生
佛
と
は
何
ぞ
や
」
が
、
梅
澤
・
館
山
か
ら
痛
烈
に
批
判
さ
れ
て
い
る
。『
徒
然
草
』
二
百
二

十
六
段
に
伝
え
る
「
生
仏
」
は
「
正
佛
」
が
正
し
く
、
そ
の
正
体
は
源
資
時
で
あ
っ
た
と
い
う
の
が
山
田
の
結
論
で
、
漸
之
進
は
直

ち
に
反（

３１
）論

し
、
梅
澤
は
折
に
触
れ
繰
り
返
し
そ
の
説
を
批
判
し
て
い（

３２
）る

。
山
田
が
こ
れ
に
応
え
る
と
こ
ろ
は
管
見
に
入
っ
て
お
ら

ず
、
梅
澤
・
館
山
と
同
じ
土
俵
で
戦
わ
な
い
態
度
を
貫
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
結
果
、
山
田
に
よ
る『
平
家
物
語
』の
本
文
研
究
と
、

平
家
琵
琶
を
知
る
館
山
・
梅
澤
に
よ
る
〈
平
家
〉
研
究
と
は
、
互
い
に
高
め
あ
う
こ
と
な
く
乖
離
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

研
究
史
的
に
見
て
、
こ
の
状
態
は
長
く
続
い
た
と
言
っ
て
よ
い
。
昭
和
に
な
っ
て
高
木
市
之
助
が
「
平
家
物
語
に
於
て
、
そ
れ
が

成
立
し
成
長
す
る
際
に
、
読
ま
れ
る
文
学
と
し
て
で
な
く
、
平
曲
と
し
て
生
れ
、
流
行
し
た
」と
喚
起
し
、「
平
曲
の
場
を
発
見
し
、

一
層
明
ら
か
に
し
、
そ
し
て
諸
本
の
分
立
・
派
生
・
継
承
な
ど
を
平
曲
と
の
関
係
に
於
て
追
究
す
る
こ
と
は
、
や
は
り
平
家
物
語
を

今
日
的
古
典
文
学
と
し
て
な�

ま�

で
受
容
す
る
た
め
の
必
須
の
前
提
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
主
張
し（

３３
）た

の
は
、
振
り
返
っ
て
み
れ

ば
梅
澤
・
館
山
の
路
線
へ
の
回
帰
と
も
言
え
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
「
語
り
」
論
が
展
開
し
た
が
、
そ
れ
も
長
く
は
続
か
ず
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
拠
っ
て
立
つ
べ
き
近
代
の
研
究
史
的
原
点
（
梅
澤
・
館
山
）
が
見
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
一
因
で
あ
っ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

（１２９）
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と
こ
ろ
で
、
梅
澤
は
短
い
〈
平
家
〉
研
究
の
時
間
の
な
か
で
、
奇
し
く
も
「
明
治
」
の
終
わ
り
に
立
ち
会
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
説

か
れ
る
『
平
家
物
語
』
観
は
、
明
治
と
い
う
時
代
の
一
側
面
―
近
代
軍
事
国
家
―
を
生
き
た
人
々
の
意
見
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に

も
う
け
と
め
ら
れ
る
。『
評
釈
』
の
「
序
」
で
「
明
治
天
皇
の
偉
業
は
平
家
物
語
の
結
論
な
り
」
と
起
筆
し
、
日
露
戦
争
の
具
体
例

を
引
き
合
い
に
『
平
家
物
語
』
を
以（

３４
）下

の
よ
う
に
位
置
付
け
、
大
正
の
世
を
見
通
し
て
い
る
。

さ
れ
ば
平
家
物
語
は
之
れ
を
史
乘
と
も
見
る
べ
く
、
歴
史
小
説
と
も
見
る
べ
く
、
は
た
琵
琶
と
し
て
も
聽
く
べ
し
。
則
ち
平
家

物
語
は
史
學
た
り
、
文
學
た
り
、
又
音
樂
た
り
。
而
し
て
女
性
殉
死
の
龜
鑑
た
り
又
武
士
道
の
精
華
た
る
な
り
。

武
士
道
一
轉
せ
ば
紳
士
道
と
な
ら
ん
、
軍
人
は
武
士
道
を
、
市
民
は
紳
士
道
を
理
想
と
し
て
大
正
新
人
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。

軍
記
物
語
と
「
武
士
道
」
に
つ
い
て
は
佐
伯
真
一
氏
の
研（

３５
）究

に
詳
し
く
、
そ
こ
に
は
「「
世
界
人
類
の
一
大
精
華
」
で
あ
る
「
武

士
道
」」
と
い
う
言
葉
（
明
治
三
十
一
年
）
も
引
か
れ
る
が
、
梅
澤
に
至
っ
て
『
平
家
物
語
』
に
「
武
士
道
の
精
華
」
と
い
う
面
を

見
出
す
点
が
興
味
深
い
。
大
津
雄
一（

３６
）氏

が
指
摘
す
る
通
り
、
日
露
戦
争
の
終
結
及
び
そ
れ
以
降
の
「
武
士
道
」
の
称
揚
に
伴
い
、『
平

家
物
語
』
の
位
置
付
け
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
次
節
で
扱
う
問
題
に
繋
げ
て
み
れ
ば
、「
読
ん
で
い
た
世
代
」
が
及
ぼ
し

た
変
化
で
あ
る
。
彼
ら
「
読
者
」
と
は
梅
澤
和
軒
と
同
様
、
日
露
戦
争
後
の
時
勢
に
立
ち
会
い
、『
平
家
物
語
』
の
端
々
に
現
実
の

世
界
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
発
見
し
た
人
々
で
あ
っ
た
。
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五

明
治
の
『
平
家
物
語
』
読
者
の
存
在

―
市
原
隆
作
（
自
適
生
）
を
例
と
し
て
―

明
治
に
お
け
る
『
平
家
物
語
』
読
者
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず
抑
え
て
お
く
べ
き
画
期
は
、
明
治
二
十
三
か
ら
二
十
四
年
（
一
八
九

〇
〜
一
八
九
一
）
で
あ
る
。
諸
氏
が
説
か
れ（

３７
）る

よ
う
に
、
二
十
三
年
に
は
三
上
参
次
・
高
津
鋤
三
郎
に
よ
る
『
日
本
文
学
史
』、
芳

賀
矢
一
・
立
花
銑
三
郎
に
よ
る
『
国
文
学
読
本
』
が
発
表
さ
れ
た
こ
と
で
「
国
文
学
」
の
礎
が
築
か
れ
、
翌
二
十
四
年
に
は
博
文
館

か
ら
『
日
本
文
学
全
書
第
二
十
巻
平
家
物
語
』
が
刊
行
さ
れ
、
一
般
の
読
者
に
も
広
く
テ
キ
ス
ト
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

学
問
的
に
も
物
質
的
に
も
環
境
が
整
っ
た
と
は
い
え
、
た
だ
ち
に
多
く
の
人
々
に
そ
れ
ら
が
浸
透
し
、
新
た
な
文
化
的
展
開
を
む
か

え
る
に
は
時
間
が
必
要
で
、
一
握
り
の
学
究
か
文
筆
に
携
わ
る
人
々
に
よ
る
動
画
期
と
し
て
捉
握
す
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
あ
た
り
は

大
津
雄
一
氏
の
整
理
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
英
雄
へ
の
注
目
や
叙
事
詩
的
側
面
の
発
見
と
展
開
が
、
本
格
的
に
展
開
す
る
の
は
、
お

よ
そ
明
治
三
十
年
代
中
葉
か
ら
で
あ
る
。
や
や
古
い
高
木
市
之
助
の
整（

３８
）理

に
拠
れ
ば
、「
当
時
の
新
し
い
作
家
評
論
家
に
よ
る
平
家

へ
の
傾
倒
」（
山
田
美
妙
・
高
山
樗
牛
ら
）
に
当
た
る
動
き
で
あ
る
。

当
時
の
作
家
や
評
論
家
は
既
に
身
に
付
け
て
い
た
『
平
家
物
語
』
の
読
み
に
、
新
た
に
学
ん
だ
西
洋
文
学
の
知
識
や
批
評
方
法
を

以
て
『
平
家
物
語
』
を
論
じ
得
た
は
ず
で
、
そ
の
逆
で
は
な
か
ろ
う
。
前
稿
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
明
治
二
十
年
代
か
ら
刊
行
さ
れ

て
き
た
少
年
・
青
年
向
け
投
稿
文
芸
雑
誌
（『
少
年
園
』『
文
庫
』）
な
ど
が
、『
平
家
物
語
』
論
を
育
む
土
壌
と
な
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
や
や
下
る
が
、
芥
川
龍
之
介
が
明
治
四
十
三
年
二
月
『
東
京
府
立
第
三
中
学
校
友
会
雑
誌
』
に
投
稿
し
た
「
義
仲
論
」
も

青
年
期
の
習
作
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
高
山
樗
牛
の
一
連
の
平
清
盛（

３９
）論

は
評
価
が
高
く
、
そ
れ
こ
そ
芥
川
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
が
、
同
時
期
（
や
や
先
行
し
て
い
た
か
）
に
小
島
烏
水
が
、『
文
庫
』
誌
上
に
発
表
し
た
清
盛（

４０
）論

も
そ
れ
と
比
較
し
て
遜
色
な
い

（１３１）
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も
の
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
明
治
三
十
五
年
の
年
頭
を
飾
る
同
誌
で
は
「
新
古
著
作
月
旦
『
平
家
物（

４１
）語

』」
な
る
特
集
企

画
が
組
ま
れ
、
烏
水
は
自
稿
で
「
平
家
物
語
は
、
余
が
愛
讀
書
中
の
尤
物
で
あ
る
」
と
筆
を
起
こ
し
て
い
る
。
特
集
企
画
に
せ
よ
、

こ
う
し
た
烏
水
の
宣
言
に
せ
よ
、
少
な
か
ら
ず
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
同
調
す
る
読
者
た
ち
で
あ
ろ
う
。
見
え
な
い
読
者
像
を
考
え

る
の
は
困
難
だ
が
、「
投
稿
読
者
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
の
後
『
平
家
物
語
』
に
関
わ
る
著
述
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
、
こ
の
二

つ
の
条
件
を
も
と
に
、
そ
の
営
み
に
つ
い
て
辿
っ
て
み
た
い
。

一
例
と
し
て
、
千
葉
県
出
身
の
市
原
隆
作
（
号
・
自
適
生
）
を
取
り
上
げ
て
み
る
。「
市
原
隆
作
」
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

す
る
と
、
夏
目
漱
石
と
書
簡
の
や
り
取
り
の
あ
っ
た
友
人
、
そ
し
て
『
悲
壮
史
蹟

屋
島
と
壇
の（

４２
）浦

』
の
著
者
と
し
て
、
そ
の
情
報

が
挙
が
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
は
知
ら
れ
な
い
。
漱
石
研
究
に
お
い
て
そ
の
人
物
像
は
明
ら
か
で
な
く
、『
平
家
物
語
』
研

究
で
も
該
著
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
、
出
身
地
で
あ
る
千
葉
県
内
の
諸
情
報
か
ら
、
そ
の
人
物
像
を
あ
る
程

度
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
存
命
時
に
発
行
さ
れ
た
『
房
總
人
名
辭（

４３
）書

』
に
は
以
下
の
記
載
が
あ
る
。

つ
ち
む
つ

明
治
七
年
十
月
長
生
郡
土
睦
村
に
生
る
、
明
治
三
十
三
年
東
京
中
學
卒
業
、
翌
年
東
京
國
學
院
に
入
り
三
十
七
八
年
戦
役
に
際

し
第
十
五
師
團
第
一
野
戦
病
院
附
陸
軍
一
等
看
護
長
と
し
て
出
征
、
職
務
勉
勵
の
廉
を
以
て
銀
盃
一
個
を
賜
は
り
、
戦
役
勳
功

に
よ
り
勳
七
等
青
色
桐
葉
章
及
金
貳
百
圓
を
賜
ふ
、
曾
て
山
梨
縣
甲
府
中
學
校
に
教
諭
た
り
し
が
現
時
千
葉
縣
師
範
學
校
教
諭

た
り

千
葉
県
師
範
学
校
は
千
葉
大
学
（
教
育
学
部
）
の
前
身
で
あ
り
、
千
葉
大
学
の
先
学
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
睦
沢
村

千
葉
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（
４４
）史

』
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
九
年
十
月
千
葉
県
師
範
学
校
で
国
語
漢
文
学
科
の
教
諭
と
し
て
三
年
間
教
鞭
を
執
っ
た
後
、
病
を
理
由

に
明
治
四
十
三
年
十
月
に
退
職
、
そ
の
後
東
京
や
広
島
の
私
立
学
校
な
ど
で
教
鞭
を
執
り
、
大
正
十
一
年
五
月
広
島
県
立
広
島
第
一

中
学
校
教
諭
、
昭
和
二
年
三
月
に
は
熊
本
県
立
工
業
学
校
に
転
じ
た
が
昭
和
八
年
三
月
末
に
休
職
、
郷
里
の
千
葉
に
帰
省
し
た
後
、

九
年
六
月
に
は
退
職
し
て
い
る
（「
市
原
隆
作
碑
」
千
葉
県
師
範
学
校
長
三
井
政
善
書
）。
退
職
後
は
「
軍
人
普
通
学
会
」
を
創
設
し
、

広
く
社
会
人
を
啓
発
し
た
と
い
う
。
著
書
『
屋
島
と
壇
の
浦
』
の
記
載
は
あ
る
が
、
そ
の
他
の
著
述
活
動
に
つ
い
て
は
見
え
な
い
た

め
、
以
下
管
見
に
入
っ
た
限
り
の
著
述
活
動
に
つ
い
て
述
べ
る
。

市
原
隆
作
は
「
自
適
生
」
の
号
（
市
原
自
適
も
あ
り
）
を
用
い
、
雑
誌
『
文
庫
』
に
明
治
三
十
年
三
月
か
ら
十
一
月
ま
で
の
間
（
当

時
二
十
三
歳
、
東
京
中
学
校
在
学
時
）
に
新
体
詩
八
編
と
散
文
一
編
、
計
九
回
投
稿
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
千
葉
県
師
範
学

校
在
職
時
（
三
十
三
歳
）
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
紀
行
文
（
明
治
四
十
年
八
月
〜
十
月
）
が
『
國
學
院
雜
誌
』
に
二
編
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
翌
明
治
四
十
一
年
に
は
市
原
隆
作
名
義
で
「
小
指
の
由（

４５
）来

」
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
日
露
戦
争
で
敵
兵
に
小

指
を
食
い
ち
ぎ
ら
れ
た
兵
士
の
話
で
、
小
指
を
代
償
と
し
た
も
の
の
、
捕
ら
え
た
敵
兵
が
戦
略
上
有
益
で
あ
っ
た
た
め
叙
勲
さ
れ
た

と
い
う
内
容
で
あ
る
。
本
人
の
叙
勲
歴
か
ら
推
せ
ば
実
体
験
に
基
づ
く
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
加
え
て
、
こ
れ
も
千
葉
師
範
学
校
教

諭
時
代
の
明
治
四
十
二
年
か
ら
起
稿
（
当
初
は
「
前
進
主
義
」）
し
て
い
た
『
益
進
主
義
』
な
る
著（

４６
）書

を
明
治
四
十
四
年
九
月
に
刊

行
し
て
い
る
。
著
者
凡
例
に
よ
れ
ば
「
讀
者
は
概
ね
教
育
程
度
の
高
か
ら
ぬ
人
々
な
り
し
か
ば
、
極
め
て
通
俗
に
、
引
用
ま
た
太
だ

卑
近
」
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
書
名
か
ら
推
さ
れ
る
よ
う
な
特
定
の
思
想
主
義
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
人
間
的
成
長
を
企
図
し

た
啓
蒙
書
の
類
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
基
本
的
に
は
国
語
漢
文
学
の
教
諭
で
あ
り
、「
投
稿
青
年
」
か
ら
日
露
戦
争
従
軍
、
紀
行
文

や
啓
蒙
書
の
発
表
と
い
う
著
述
活
動
か
ら
、『
屋
島
と
壇
の
浦
』
に
至
っ
た
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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『
屋
島
と
壇
の
浦
』
は
本
編
全
十
五
節
で
、
頼
朝
の
挙
兵
か
ら
三
種
の
神
器
・
頼
朝
義
経
の
不
和
と
い
っ
た
壇
の
浦
戦
後
ま
で
の

史
的
展
開
を
、『
平
家
物
語
』（
長
門
本
含
）『
源
平
盛
衰
記
』『
愚
管
抄
』『
吾
妻
鏡
』
等
を
用
い
て
解
説
・
考
証
し
、
そ
の
間
「
史

蹟
め
ぐ
り
」
四
編
を
挿
み
、
本
編
末
に
前
年
発
表
の
「
新
曲
平
忠
度
」
を
転
載
、「
武
門
政
治
管
見
」「
源
平
雑
筆
」
二
編
を
巻
末
附

録
に
加
え
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。「
巻
頭
言
」
に
よ
れ
ば
、
平
家
一
門
の
盛
衰
は
は
っ
き
り
と
し
て
、
ま
た
そ
の
終
焉
は
悲
絶
壮
絶

で
あ
り
、
一
門
に
礼
を
以
て
香
華
を
手
向
け
る
思
い
で
筆
を
執
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
池
邊
義
象
に
序
文
と
校
閲
を
、
竹
越
與
三
郎

に
は
序
文
を
、
そ
れ
ぞ
れ
依
頼
し
た
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
と
い
う
。「
史
蹟
だ
よ
り
」
は
関
係
の
な
い
挿
話
も
含
ま
れ
る
が
、
一

書
と
し
て
単
調
に
陥
ら
ぬ
よ
う
掲
載
し
た
と
断
っ
て
い
る
。
最
後
に
「
稍
考
証
の
痕
あ
れ
ど
も
、
余
は
と
も
〴
〵
『
趣
味
』
を
旨
と

し
て
筆
を
執
り
た
る
な
り
。
二
つ
な
が
ら
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
を
愧
づ
」
と
謙
虚
な
姿
勢
を
示
す
が
、
自
身
の
能
力
の
卑
小
さ
を
述

べ
る
の
は
著
者
の
癖
ら
し
く
、
既
発
表
稿
の
其
処
此
処
に
も
見
受
け
ら
れ
る
。
内
容
的
に
は
、
当
時
利
用
し
得
る
諸
史
資
料
は
も
と

よ
り
、
竹
越
與
三
郎
・
山
路
愛
山
・
大
森
金
五
郎
等
の
見
解
も
参
照
し
、
考
証
と
し
て
一
定
の
水
準
を
保
っ
て
い
る
と
言
え
る
。
た

と
え
ば
、
山
路
愛
山
の
「
福
原
に
別
業
を
置
き
其
所
よ
り
京
都
を
支
配
せ
ん
と
し
た
る
點
に
於
て
、
頼
朝
の
鎌
倉
よ
り
京
都
を
制
し

た
る
に
先
鞭
を
着
け
た
る
も
の
」
と
す
る
見
解
を
首
肯
し
、
平
氏
に
よ
る
武
家
政
権
樹
立
を
評
価
す
る
あ
た
り
、
今
日
の
歴
史
学
研

究
の
成
果
と
繋
が
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
私
の
手
許
に
あ
る
の
は
明
治
四
十
五
年
三
月
刊
の
六
版
で
、
前
年
十
一
月
に
初
版
、
翌
月
中
に
四
版
、
年
明
け
て
五
版
と

い
う
ペ
ー
ス
で
増
刷
さ
れ
、
本
書
は
相
当
部
数
を
売
り
上
げ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
要
因
は
、
本
編
の
考
証
よ
り
旅
行
記
「
史
蹟
め

ぐ
り
」
や
附
録
の
二
編
の
魅
力
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。「
史
蹟
め
ぐ
り
」
は
本
編
脱
稿
後
、
池
邊
義
象
か
ら
「
實
蹟
を
觀
て

來
い
」
と
言
わ
れ
、
出
版
社
か
ら
も
援
助
を
得
て
実
現
し
た
十
日
間
の
調
査
旅
行
の
記
録
で
、
そ
の
旅
程
は
一
の
谷
・
屋
島
・
壇
の
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浦
ま
で
で
あ
る
。
前
著
『
益
進
主
義
』
と
同
様
、
さ
ほ
ど
教
育
程
度
の
高
く
な
い
読
者
を
想
定
し
た
の
か
、
通
俗
的
な
部
分
は
あ
る

も
の
の
、
今
日
で
も
十
分
面
白
い
。
た
だ
し
、
史
蹟
に
向
き
合
う
姿
勢
は
「
史
蹟
と
い
ふ
よ
り
は
詩
蹟
」
と
か
「
古
蹟
の
あ
る
土
地

の
有
力
者
は
、
多
少
硏
究
的
態
度
を
以
て
合
理
的
の
調
査
を
し
て
置
く
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
そ
れ
で
な
け
れ
ば
世
の
進
歩
に
捨
て

ら
れ
て
、
愛
相
を
つ
か
さ
れ
る
だ
ら
う
」
と
い
う
具
合
に
手
厳
し
い
。
こ
の
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
本
書
の
魅
力
と
言
え
る
。

さ
ら
に
加
え
れ
ば
、
附
編
「
武
門
政
治
管
見
」
の
末
部
に
「
封
建
政
治
」
を
論
じ
て
「
武
士
道
」
の
精
神
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
が

注
目
さ
れ
る
。
天
皇
を
頂
点
と
す
る
「
各
級
の
間
に
主
從
關
係
成
立
し
て
一
種
の
道
徳
が
行
は
」
れ
た
の
が
「
武
士
道
」
で
あ
り
、

そ
の
影
響
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

こ
の
精
神
た
る
、
大
國
民
と
し
て
立
つ
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
精
神
に
し
て
、
今
日
世
界
の
強
國
一
と
し
て
こ
の
制
度
の
下
に
修

養
を
經
ざ
る
も
の
な
し
。
我
日
本
が
最
近
世
界
的
問
題
に
遭
遇
し
て
よ
く
發
達
し
つ
つ
あ
る
は
、
全
く
封
建
制
度
の
長
期
修
養

を
經
た
る
賜
な
り
と
す
。

右
の
見
解
も
ま
た
、
先
に
見
た
梅
澤
和
軒
の
主
張
と
変
わ
ら
ぬ
、
明
治
末
年
の
代
表
的
認
識
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
背
後
に
、

彼
ら
が
育
っ
た
近
代
軍
事
国
家
の
精
神
的
支
柱
で
あ
る『
軍
人
勅
諭
』の
存
在
が
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
明
治
十
五
年（
一

八
八
二
）
の
『
軍
人
勅
諭
』
と
そ
の
後
の
「
武
士
道
」
精
神
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
菅
野
覚
明
氏
が
詳
述
さ
れ
て
い（

４７
）る

の
で
そ
れ
に

譲
る
が
、
こ
こ
で
は
『
軍
人
勅
諭
』
が
「
軍
記
」
の
文
体
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
は
他
で
も
な
い
福
地
桜
痴
の
草
す
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
三
宅
雪（

４８
）嶺

は
『
勅
諭
』
末
部
の
「
抑
此
の
五
箇
条
は
我
軍
人
の
精
神
に
し
て
、
…
…

（１３５）
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朕
一
人
の
懌
び
の
み
な
ら
ん
や
。」
を
引
用
し
た
後
、
以
下
の
よ
う
に
評
し
て
い
る
。

普
通
の
勅
諭
と
文
体
を
異
に
し
、
之
を
喜
ぶ
者
少
か
ら
ざ
れ
ど
、
斯
か
る
文
体
な
る
は
之
に
限
ら
れ
、
他
は
従
来
の
文
体
と
な

る
。
是
れ
福
地
源
一
郎
が
旨
を
承
け
て
草
せ
し
所
に
係
り
、
福
地
は
太
平
記
体
を
好
み
、
井
上
毅
は
書
経
体
を
好
み
、
相
ひ
容

る
ゝ
能
は
ず
。
井
上
が
岩
倉
及
び
伊
藤
を
通
じ
て
勢
力
あ
り
。
詔
勅
は
書
経
体
の
森
厳
な
る
に
若
か
ず
と
せ
ら
る
。

「
書
経
体
」
は
「
詔
令
」
の
範
と
す
る
文
体
だ
が
、「
太
平
記
体
」
な
る
文
体
は
認
知
さ
れ
て
い
る
呼
称
で
は
な
か
ろ
う
。
福
地
桜

痴
が
軍
記
の
文
体
を
好
ん
だ
こ
と
を
知
っ
て
の
謂
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
一
桁
生
ま
れ
で
知
的
水
準
が
高
く
、
日
露
戦
争
に
従
軍
し

た
市
原
隆
作
の
よ
う
な
青
年
た
ち
が
、『
平
家
物
語
』
と
そ
の
時
代
精
神
を
論
じ
る
と
き
、
既
に
彼
ら
が
軍
記
の
文
体
に
基
づ
い
た

近
代
軍
事
国
家
の
規
範
に
絡
め
取
ら
れ
て
い
た
事
実
は
見
過
ご
せ
な
い
。

日
清
・
日
露
戦
争
の
経
験
に
よ
り
、「
近
代
」
軍
事
国
家
の
存
在
（『
軍
人
勅
諭
』）
が
現
実
と
し
て
再
認
識
さ
れ
る
こ
と
、
そ
れ

は
「
明
治
」
と
い
う
時
代
に
読
ま
れ
て
い
た
「
前
近
代
の
〈
平
家
〉」
が
、「
近
代
の
〈
平
家
〉」
と
な
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
そ
し
て
、
そ
こ
に
は
や
は
り
福
地
桜
痴
の
〈
平
家
〉
が
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

六

結
び
に
か
え
て

大
津
雄
一
氏
は「
国
民
的
英
雄
叙
事
詩『
平
家
物
語
』は
、
こ
の
国
家
主
義
・
民
族
主
義
に
傾
い
た
ロ
マ
ン
主
義
の
産
物
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
近
代
の
産
物
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い（

４９
）る

。
前
節
末
部
で
考
え
た
「
契
機
」
も
ま
た
ロ
マ
ン
主
義
の
所
産
と
言
え
る
か
も
知
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れ
な
い
。
た
だ
し
、
大
津
氏
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
文
壇
・
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
動
向
と
、
本
稿
で
た
ど
っ
て
き
た
〈
平
家
〉
の
文
化
的

展
開
の
具
体
相
と
は
時
期
が
ず
れ
て
い
る
。『
平
家
物
語
』
の
叙
事
詩
的
側
面
は
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
の
竹
越
與
三
郎
『
二

千
五
百
年
史
』に
発
見
さ
れ
、
そ
れ
を
平
曲
の
存
在
に
結
び
つ
け
て
論
じ
た
生
田
長
江「
国
民
的
叙
事
詩
と
し
て
の
平
家
物（

５０
）語

」は
、

竹
越
か
ら
十
年
後
の
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
の
も
の
で
あ
る
。
江
戸
の
知
識
人
の
〈
平
家
〉
を
継
承
し
つ
つ
福
地
桜
痴
が
論

じ
た
「
叙
事
の
主
眼
」（
明
治
三
十
五
年
）
は
、
内
容
的
に
も
時
期
的
に
も
叙
事
詩
論
に
上
せ
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

江
戸
の
福
住
順
賀
、
京
都
の
藤
村
性
禅
、
そ
し
て
残
さ
れ
た
門
弟
ら
が
守
ろ
う
と
し
た
平
家
琵
琶
も
、
生
田
の
論
と
は
結
び
つ
か
ぬ

ま
ま
衰
退
し
た
。
江
戸
の
知
識
人
の
伝
統
を
引
く
福
地
桜
痴
や
大
槻
如
電
と
交
流
し
、
明
治
の
学
究
・
梅
澤
和
軒
の
協
力
を
得
た
館

山
漸
之
進
の
成
果
は
、
平
家
琵
琶
の
伝
統
を
も
っ
と
今
日
に
伝
え
ら
れ
て
も
良
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
後
に
主
流
と
な
る
山
田
孝
雄
の

テ
キ
ス
ト
研
究
と
対
立
し
た
梅
澤
・
館
山
の
〈
平
家
〉
研
究
を
大
正
以
降
に
継
ぐ
者
が
な
か
っ
た
。

如
上
の
明
治
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
よ
り
多
く
の
再
検
証
が
必
要
だ
が
、
福
地
桜
痴
の
よ
う
に
『
平
家
物
語
』
を
愛
読
し
、
文
筆

活
動
に
携
わ
っ
た
明
治
生
ま
れ
の
青
年
た
ち
に
よ
る
、〈
平
家
〉
の
文
化
的
展
開
（
特
に
日
露
戦
争
を
経
た
〈
平
家
〉
観
の
変
容
）

は
重
要
な
課
題
で
あ
ろ
う
。
試
み
と
し
て
市
原
隆
作
と
そ
の
著
作
『
悲
壮
史
蹟

屋
島
と
壇
の
浦
』
を
取
り
上
げ
た
が
、
こ
の
著
作

に
助
言
を
与
え
た
池
邊
義
象
も
ま
た
「
明
治
」
の
世
を
通
じ
て
〈
平
家
〉
観
を
変
え
た
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
。

池
邊
は
荻
野
由
之
・
落
合
直
文
ら
と
明
治
二
十
四
年
の
『
日
本
文
学
全
書
第
貳
拾
輯
平
家
物
語
』
の
校
註
を
担
当
し
た
が
、
明
治

三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
に
は
『
帝
国
軍
人
読
本

巻
一
〜（

５１
）三

』
に
携
わ
り
、
戦
地
で
の
活
躍
例
を
「
今
実
盛
」「
今
弁
慶
」
な
ど

と
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
来
国
語
学
者
で
そ
の
人
物
伝
に
未
詳
の
部
分
が
多
い
赤
堀
又
次
郎
は
、
明
治
三
十
四
年（
一
九
〇
一
）

に
『
国
文
要
綱
平
家
物（

５２
）語

』
を
発
表
し
た
後
、
一
時
陸
軍
学
校
の
教
授
職
に
就
い
て
い
る
。
つ
ま
り
明
治
の
末
、「
軍
記
」
を
知
る

（１３７）
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者
が
現
実
の
軍
事
教
導
に
そ
の
知
識
を
期
待
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
に
池
邊
は
法
制
史
家
に
、
赤
堀
は

批
評
活
動
に
、
そ
れ
ぞ
れ
専
念
し
て
国
文
学
者
と
し
て
戦
争
と
関
わ
る
道
を
歩
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
加
え
て
言
え
ば
、「
今
日
軍

人
の
精
神
た
る
武
士
道
の
精
華
は
悉
く
一
卷
の
平
家
物
語
に
存
す
」
と
主
張
し
た
梅
澤
和
軒
も
国
文
学
者
と
し
て
の
道
を
断
っ
て
い

る
。
彼
ら
が
『
平
家
物
語
』
と
戦
争
を
論
じ
続
け
な
か
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
一
つ
の
ブ
ー
ム
に
過
ぎ
な
か
っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い

し
、
各
々
関
心
が
次
に
移
っ
た
だ
け
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
も
し
こ
の
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
見
識
と
し
て
捉
え
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。

国
文
学
者
が
国
文
学
者
と
し
て
軍
記
と
向
き
合
い
続
け
、
本
格
的
に
戦
争
に
加
担
し
て
い
く
の
は
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
で
あ

り
、
そ
れ
は
大
津
雄
一
氏
が
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
「
近
代
日
本
の
一
つ
の
不
幸
」
で
あ
っ
た
。
山
田
孝
雄
も
戦
後
公
職
追
放
と
な
り

「
不
幸
」
を
負
っ
た
一
人
で
あ
る
。
あ
ら
た
め
て
『
平
家
物
語
』
と
向
き
合
っ
て
い
る
幸
せ
と
そ
の
危
う
さ
を
思
う
。
ひ
と
ま
ず
こ

こ
で
擱
く
こ
と
に
し
た
い
。

【
注
】

（
１
）
『
人
文
社
会
科
学
研
究
』
二
五
号
、
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
、
二
〇
一
二
・
九

（
２
）
報
告
書
名
は
『
国
語
史
料
鎌
倉
時
代
之
部

平
家
物
語
に
つ
き
て
の
研
究

前
編
』
国
語
調
査
委
員
會
編
纂
、
國
定
教
科
書
共
同
販

賣
所
、
一
九
一
一

（
３
）
木
村
安
重
、
一
九
一
〇

（
４
）
筆
録
者
未
詳
「
福
地
源
一
郎
君

平
家
琵
琶
」（
中
央
新
聞
社
編
『
名
士
の
嗜
好
』
文
武
堂
、
一
九
〇
〇
）

（
５
）
注
（
４
）
に
同
じ
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（
６
）
金
港
堂
書
籍
、
一
九
〇
五

（
７
）
『
平
家
音
楽
史
』
五
六
六
〜
五
七
四
頁
、
ほ
か
鈴
木
ま
ど
か
氏
「
平
家
琵
琶
の
豆
知
識
」
Ｈ
Ｐ
「
頼
山
陽
の
こ
と
」
二
〇
〇
七
・
六
・

三
〇
（http：

／／d.hatena.ne.jp／heikebiw
a／２００７０６３０／p１

）

（
８
）
冨
倉
徳
次
郎
『
西
海
余
滴
集
―

、
追
増
平
語
偶
談
―
』（
古
典
文
庫
一
〇
九
）
一
九
五
六

（
９
）
中
島
民
之
介
『
山
本
亡
羊
先
生
小
伝
』（
七
頁
）
旧
京
都
博
物
会
、
一
九
〇
九

（
１０
）
『
山
本
読
書
室
資
料
仮
目
録
統
合
電
子
版
』
二
〇
一
四
・
三
（http：

／／m
atsudakiyoshi.com

／dokusho.pdf

）

（
１１
）
『
琵
琶
法
師
の
『
平
家
物
語
』
と
能
』（
一
一
四
頁
）
塙
書
房
、
二
〇
〇
六

（
１２
）
『
平
家
音
楽
史
』
四
六
九
頁
、
注
（
４
）
本
人
談
な
ど

（
１３
）
注
（
４
）
に
同
じ

（
１４
）
「
福
住
順
賀
―
江
戸
平
曲
の
終
焉
―
」（『
日
本
大
学
芸
術
学
部
学
術
研
究
』
三
号
、
一
九
七
〇
・
一
二
）

（
１５
）
『
日
本
盲
人
社
会
史
研
究
』（
四
七
六
〜
四
七
八
頁
）
未
来
社
、
一
九
七
四

（
１６
）
「
筒
井
伊
賀
守
と
福
住
順
賀
」（『
熊
谷
郷
土
会
誌
』
七
号
、
一
九
四
二
・
二
）

（
１７
）
「
平
語
及
び
平
家
琵
琶
」（
心
理
學
論
集
２
『
日
本
の
音
楽
』
六
合
館
、
一
九
一
三
）

（
１８
）
以
下
の
部
分
は
、
岸
博
実
編
著
『
歴
史
の
手
ざ
わ
り

新
聞
・
雑
誌
が
描
い
た
盲
啞
院
・
盲
学
校

京
都
盲
啞
院
〜
京
都
府
立
盲
学

校
（
誕
生
か
ら
義
務
化
ま
で
）『
資
料
室
だ
よ
り
』（
創
刊
号
〜
五
〇
号
）』（
私
家
版
、
二
〇
一
〇
・
三
）
に
転
載
さ
れ
た
各
新
聞
記
事
に

よ
る
。

（
１９
）
「
汗
と
涙
の
音
曲
」（『
大
阪
毎
日
新
聞
』
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
四
月
三
〇
日
夕
刊
、『
茶
話
』
に
収
録
）

（
２０
）
「
穉
松
の
平
家
詞
曲
談
」（
初
出
『
音
楽
雑
誌
』、『
平
家
音
楽
史
』（
二
六
〇
〜
二
六
一
頁
）
よ
り
転
載
）

（
２１
）
『
歌
舞
音
曲
』
歌
舞
音
曲
会
、
一
〇
号
か
ら
二
三
号
（
一
九
〇
八
・
一
〜
一
九
〇
九
・
二
）

（
２２
）
日
進
堂
書
店
、
一
九
一
二

（
２３
）
藝
林
舎
、
一
九
七
一
（
渥
美
か
を
る
索
引
）

（１３９）

明
治
期
〈
平
家
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文
化
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展
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め
ぐ
る
一
考
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（
２４
）
三
才
社
の
雑
誌
『
聲
』
の
明
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
刊
行
分
（
二
六
号
〜
四
八
号
）
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
十
二
編
の
掲
載
稿
を

確
認
し
て
い
る
。
大
西
祝
へ
の
追
悼
文
は
四
七
号
（
一
九
〇
〇
・
一
一
・
一
六
）
に
掲
載
。

（
２５
）
「
平
家
詞
曲
談
（
上
）」（『
新
小
説
』
一
九
〇
八
・
三
）

（
２６
）
「
平
家
物
語
の
新
研
究
（
下
）」（『
時
事
新
報
』
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
八
月
三
日
）

（
２７
）
梶
原
正
昭
氏
執
筆
、
明
治
書
院
、
一
九
七
八

（
２８
）
「
平
家
物
語
の
新
研
究
（
上
）」（『
時
事
新
報
』
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
八
月
一
日
）

（
２９
）
注
（
２２
）『
平
家
物
語
評
釋
』
の
自
序

（
３０
）
館
山
天
民
、
一
九
一
一

（
３１
）
「
平
曲
の
開
祖
に
就
い
て
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
八
月
二
六
日
）

（
３２
）
「
平
曲
の
傳
授
」（『
風
俗
志
林
』
一
巻
一
号
、
一
九
一
一
）
や
注
（
２２
）『
平
家
物
語
評
釋
』
の
頭
注
な
ど

（
３３
）
「
解
説
」（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
３２
『
平
家
物
語
上
』
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
）

（
３４
）
注
（
２９
）
に
同
じ

（
３５
）『
戦
場
の
精
神
史

武
士
道
と
い
う
幻
影
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
四

（
３６
）
『『
平
家
物
語
』
の
再
誕

創
ら
れ
た
国
民
叙
事
詩
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
一
三

（
３７
）
久
松
潜
一
氏
『
久
松
潜
一
著
作
集
第
十
一
巻
』
至
文
堂
、
一
九
六
九
、
栃
木
孝
惟
氏
「
創
成
期
保
元
物
語
研
究
史
の
考
察
」（『
保
元

物
語
の
形
成
』
汲
古
書
院
、
一
九
九
七
）

（
３８
）
「
研
究
史
通
観
」（『
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
９

平
家
物
語
』
三
省
堂
、
一
九
七
七
）

（
３９
）
「
平
清
盛
論
」
一
九
〇
一
・
一
一
、『
平
相
国
』
文
武
堂
、
一
九
〇
二

（
４０
）
「
古
今
人
物

平
清
盛
」（『
文
庫
』
一
五
巻
一
号
、
一
九
〇
〇
・
六
）

（
４１
）
『
文
庫
』
一
九
巻
三
号
、
一
九
〇
三
・
一

（
４２
）
文
成
社
、
一
九
一
一
・
一
一

千
葉
大
学

人
文
研
究

第
四
十
四
号

（１４０）



（
４３
）
千
葉
毎
日
新
聞
社
、
一
九
〇
九

（
４４
）
睦
沢
村
村
史
編
さ
ん
会
議
編
、
一
九
七
七

（
４５
）
『
教
訓
仮
作
物
語
』
文
部
省
、
一
九
〇
八

（
４６
）
名
教
館
、
一
九
一
一

（
４７
）
『
武
士
道
の
逆
襲
』（
第
五
章
２
節
）
講
談
社
新
書
、
二
〇
〇
四

（
４８
）
『
同
時
代
史

第
二
巻
』（
一
五
八
頁
）
岩
波
書
店
、
一
九
五
〇

（
４９
）
注
（
３６
）
に
同
じ

（
５０
）
『
帝
國
文
學
』
帝
國
文
學
会
、
一
九
〇
六
・
三
〜
五

（
５１
）
厚
生
堂
、
一
九
〇
五

（
５２
）
東
京
専
門
学
校
出
版
部
、
一
九
〇
一

【
付
記
】
本
稿
は
「
軍
記
・
語
り
物
研
究
会
」
第
四
〇
〇
回
例
会
（
二
〇
一
四
年
一
月
二
六
日
、
於
・
早
稲
田
大
学
）
で
の
研
究
発

表
「
明
治
期
に
お
け
る
《
平
家
》
の
盛
衰
―
「
啓
蒙
」
あ
る
い
は
「
伝
統
」
と
い
う
視
点
か
ら
―
」
を
も
と
に
、
そ
の
後
の
検
討

を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
研
究
会
席
上
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
各
位
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
本
研

究
はJSPS

科
研
費２５３７０２０８

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（１４１）

明
治
期
〈
平
家
〉
の
文
化
的
展
開
を
め
ぐ
る
一
考
察


